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  会  議  録 

会 議 名 第３０期小金井市公民館運営審議会第１５回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 平成２３年３月２５日（金）午後１時３０分から午後３時２０分 

開 催 場 所 公民館本館 学習室Ａ・Ｂ 

出 席 委 員 
大橋委員長 小島委員 山田委員 熊谷委員 神島委員 藤井委

員 

欠 席 委 員 佐々木副委員長 神田委員 佐野委員 道城委員 

事 務 局 員 
大関公民館長 山﨑庶務係長 渡辺事業係長 田中副主査 松本

主査 長堀主査 若藤主査 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数 ０人 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 
 

会 議 次 第 

１ 報告事項 

 ⑴ 公民館事業の報告について 

 ⑵ その他 

  ア 委員部会研修会及び運営委員会について 

  イ 定期総会代議員等の選出について 

  

２ 審議事項 

⑴ 公民館事業の計画について 

⑵ 平成２３年度公民館事業の計画について 

⑶ 三者合同会議について 

 

３ その他 

 

４ 配付資料 

 ⑴ 公民館事業の報告 

 ⑵ 公民館事業の計画 

 ⑶ 平成２３年度公民館運営審議会開催日程 

 ⑷ 第１４回公民館運営審議会会議録 
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会  議  結  果 

大 橋 委 員 長        今回は大災害というか大震災がありまして、皆さんも大変だったと思

います。皆さんのところは大丈夫でしたか。ご親戚とかお友達とか。被

災地の皆さんは本当に大変な思いをしていると思います。 

 それでは、第３０期の小金井市公民館運営審議会第１５回審議会を開

催したいと思います。 

 それでは館長から、よろしくお願いします。 

大 関 館 長        それでは、報告事項に入る前に、配付資料の確認と会議録のご承認を

お願いしたいと思います。 

 事前に配付させていただいています資料は、公民館事業の報告、公民

館事業の計画、平成２３年度公民館運営審議会開催日程、第１４回公民

館運営審議会会議録でございます。 

 また、本日配付しております資料は、平成２３年度公民館事業計画、

「トリターマ」の１１号と１２号、第３回都公連委員部会研修会の報告

書、第１１回都公連委員部会運営委員会の報告書。こちらの都公連関係

の２点につきましては、山田委員から送っていただいたもののコピーで

ございます。それから、「月刊こうみんかん」の４月号、社会教育関係三

者合同会議代表者打ち合わせ資料となっております。 

 配付資料は以上です。ありますでしょうか。 

大 橋 委 員 長        では、会議録の承認はよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

大 橋 委 員 長        では、承認されたということでよろしくお願いします。 

大 関 館 長        ありがとうございます。 

 

１ 報告事項 

⑴  公民館事業の報告について 

大 橋 委 員 長        それでは、まず報告事項です。アの公民館事業の報告について、皆様

のご意見やコメントなどをお願いいたします。 

渡辺事業係長  お配りした公民館事業の報告の中で、何かありましたらよろしくお願

いいたします。 

神 島 委 員  よろしいでしょうか。本館の「子ども体験講座」ですが、大変楽しそ

うで、よかったと思っています。ただ、３０名の応募に半分以下という

のは寂しいですね。せっかくやられるのに、もうちょっと多かったらい

いかなと思いました。いかがでございましょうか。 

渡辺事業係長  そうですね。本当はもう尐し参加者が多いとよかったと思うのですが。 

神 島 委 員  対象３０名の募集をしたのに、参加者がちょっと尐なかったのが、も

ったいないと思います。 

 この、クラフトをやるというのは楽しいですよね、すごく。だから、

子供さんも含めて大勢のご参加があるといいなと思いまして。 

山 田 委 員  参考までに。私達も、これと同じようなことを二中で毎年１回やって

いるのですが、やはり参加者は尐ないです。 

 ただ、わら細工で、わらぞうりとか、そういう民芸的なものをやった

ときは、大人の方も結構多かったです。だから内容によるのかもしれな

い。みんなが興味を持っているものが何かということです。 

大 橋 委 員 長        それから、私だけの感想かもしれないので恐縮なのですが、ネイチャ

ークラフトというのがどういうものかというのがよくわからないのです
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が。そういう方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

山 田 委 員  最近はもう、プラスチックのおもちゃとか、そういう既成の、要する

に石油製品でつくったようなおもちゃとか、キットになったものとかが

ありますよね。そういうものではなくて、自然にある竹とか木とかそう

いうもので、自分たちで工夫しながらつくっていくという趣旨です。 

 だから、自然の素材ですね。今言ったわらぞうりだと、最近はそうい

うのは実用にはならないですが、自然の素材。わらを捨てないで全部使

いますとか、そういうような、自然にあるものでものをつくる。 

神 島 委 員   木切れを使って額縁にしたり、写真立てをつくるとか。そういう工夫

を自分でしないといけない。 

山 田 委 員  そうです。今はキットになっているものが多くて。半分できているよ

うなものとか。だから、ちょっと考えながらつくるということが必要。 

神 島 委 員  そうですね。 

大 橋 委 員 長        お子さん方は、このネイチャークラフトというのはご存知のものなん

ですか。よく知られてい名前なのでしょうか。ネイチャークラフトと言

われると、私なんかは全然わからないので、お子さん方が一般的に知っ

ていればこれでいいと思いますが。 

神 島 委 員   呼びかけの仕方ね。なるほど。 

山 田 委 員  でも、チラシがあるから詳細はわかりますので。私たちはクラフト教

室と言うのですが。 

神 島 委 員  アートクラフトとか言いますものね。だから、ネイチャーだから。こ

の呼びかけがやはりね。委員長さんがおっしゃるように。 

大 橋 委 員 長        私を基準にしてすみませんが。 

 それから、東分館の木曜会ですが、ほとんど女性ですよね、これ。ど

うしてかなということがあるのですが。自主運営ということで、これも

運営されている方はほとんど女性なわけですか。 

長 堀 主 査  男女比のことですか。女性が多いです。 

大 橋 委 員 長        私達も、こういう定年退職をした人のための講座をやっているのです

が、それはもう圧倒的に男性が多いのですが。 

 難しいところですが、本当は女性より男性に出てきてもらいたい。男

性のほうが問題なんですよね。家庭に閉じこもっている人が多いという

のは。女性は割と外に出る人が多いのであまり心配要らないのですが、

男性のほうが心配なので。男性を参加させるというか。 

 成人大学では男性が多いんですよね。だから、この木曜会も、むしろ

お楽しみ的なことが多いわけですよね、内容を見ていると。こういうと

ころには逆に男性は入りにくいということかなと思います。難しいとこ

ろですが、検討課題だと思います。 

 どちらかというとかた苦しい話は男性が来るんです。それで、お楽し

み的なところは女性になってしまうという傾向があります。 

小 島 委 員  質問なのですが、この木曜会に、ご夫妻で参加しているというケース

は。 

長 堀 主 査  夫婦は１組もいません。ただ、夫婦で別の高齢者学級に入っていると

いう方はいます。 

小 島 委 員  外国だと、ペアでいらっしゃるということも多いと思うのですが。日

本では違うのですね。 

大 橋 委 員 長        ほかに何か気がついたことはありませんか。 
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（発言の声なし） 

 

⑵  その他 

ア 委員部会研修会及び運営委員会について 

大 橋 委 員 長        では次に行きたいと思います。イのその他ということで、お願いしま

す。山田委員の報告をお願いしましょうか。これは館長から何か。 

大 関 館 長        いえ、特にないです。 

大 橋 委 員 長        そうですか。それでは、報告事項ということですので、山田委員から

メールで皆様に届いているものですが、これについて、特に重点的なと

ころで改めてご説明をお願いしたいと思います。 

山 田 委 員        ２月２６日に、第３回の委員部会の研修会がありました。小金井から

は私と藤井委員が出ました。 

 内容は、各公民館３館の事例報告がありまして、タイトルは「幅広い

市民が利用する公民館のあり方」というので、私は幅広いということで

いろいろな年代の人をどうやって集めているかというような話が出るの

かと思って期待したのですが、ただ、今の公民館でどういうことをやっ

ているかというようなお話でした。 

 町田の公民館は、公民館の組織が変わって、公民館と市民大学が一緒

になって生涯学習センターというものが設置されたというお話がありま

した。それから、組織とか施設の整備ということで、公民館の運営協議

会とかプログラム委員会とか社会教育委員会とか公運審を１つのものに

まとめたというお話がありました。 

 で、そういうものはまとめていいものかどうかという質問が、後から

コメンテーターの片野先生にありました。片野先生からは、まとめるこ

とは特に問題はないのだけれど、まとめた後でうまくいくかどうかとい

うのが、いろいろなところの例を見るとそこが問題だというお話があり

ました。 

 次に、日野の公民館は、公民館の基本構想、基本計画を策定したとい

う話で、これは委員を公募して１７名の委員で手弁当でつくったという

ことで、コンサルなどは使わずにお金を浮かせて、その浮かせたお金で

立派な冊子ができたというお話があって、基本構想、基本計画の策定は、

今までやってきたことのまとめということですが、いろいろなものが見

えてきたというお話がありました。 

 それから、昭島の公民館は、どういう講座をやっているかというお話

でした。障害のある青年の交流講座、６０歳以上の市民対象の講座、そ

れから地域公民館事業ということで、市民の講座や親子映画会みたいな

もの。それから自主企画事業ということで、市民団体が市民を対象とし

た講座をやっている。それから交流、鑑賞、発表ということで、市民文

化祭や各グループの合同発表会やロビーコンサートみたいなものをやっ

ているというお話がありました。 

 その中で、市民大学というのは２年間やって、現在５期目ということ

で、１年目は講義形式で一般教養の講座を２０回やり、２年目は歴史、

福祉、財政など、三、四コースに分かれてゼミナール方式で自主的に調

査研究して、研究成果を報告するということをやったそうです。市民大

学終了後も、それぞれのグループが自主学習を継続して、市民を対象と

した公開講座を開催したりしているというようなお話がありました。 
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 私は、こういうふうに１年でなく、継続して、講座が終わった後もそ

れぞれが自主講座を開催していくというようなことはいいところだと感

心しました。 

 その後、８グループに分かれていろいろ話し合いをしたのですが、そ

れは大体情報交換みたいなことで、特にまとめを発表するというような

ことはありませんでした。これが２６日の研修会です。 

 次に、３月１１日に行われた委員部会の会合ですが、そのときは、先

ほどの研修会のアンケートなどが配付されまして、それは次のメールで

皆さんにお配りしているので、それを読んでいただければいいと思いま

す。 

 そのときの、先ほど言った、研修会でグループ討議の後で行われた片

野先生との質疑応答というのも、配られた資料の中に書いてありますの

で読んでください。 

 それから、運営委員会のほうとしては、今年度の問題点の整理と来年

度の運営委員に向けての申し送りとして、どういう研修会をやったらい

いかという内容をまとめました。 

 というのは、期が変わって、また７月に研修会がありますので、準備

を早くしないといけないので、ある程度こういうものはどうかという案

を出しておいたほうがいいのではないかということで、次は２３年度の

研修会の１回目は、７月１６日か２３日で、国分寺の公民館で「現代社

会における公民館」、ちょっとはてなをつけたのですが、そういうことは

どうかなということで申し送り案を出しました。 

 それから、第２回目の研修としては、１１月６日ごろに、新任公運審

の委員向けの基礎研修ということで、これは、こと今年度は、７月にそ

ういう新任公運審委員向けということでやったのですが、公民館の中で

は公運審の委員の交代は１１月ごろが多いので、そのころにやったほう

がいいということで、第２回目に新任公運審委員向けの基礎研修をやっ

てはどうかという提案です。 

 それから、２２年度の反省と課題というのが次のページにつけてあり

ます。いろいろな意見が出ているのですが、ほとんどは、運営委員会で

は研修の打ち合わせみたいになってしまったのですが、いろいろな情報

交換をしたほうがいいというようなことが出ておりました。 

 それから、表紙の一番下に書いてある、「なお、別件ですが」というと

ころで、公運審の委員向けハンドブックを福生市でつくりまして、これ

が各公民館に参考配布されるそうです。 

 内容は、福生の公民館の概要、福生の公民館の歴史等の他に、公民館

の法律的な根拠。社会教育法等などです。それから都公連についての基

礎知識。都公連の組織とか、どういう行事があるかみたいなことだと思

います。 

 これは私も初めて公運審の委員になって、ここら辺がちんぷんかんぷ

んで、いろいろな打ち合わせに出ても都公連のことも最初はよくわから

なかったのですが、こういうものがあるとやはりいいなと思っています。

できたら、福生市のを参考にして、ちょっと書きかえて、小金井市でも

使われてはどうかなと思います。 

 以上です。 

大 橋 委 員 長        どうもありがとうございました。 
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 何かご質問はございませんか。 

山 田 委 員        福生のほうから公民館運営審議会ハンドブックは来ましたか。 

山﨑庶務係長  １部だけ送られてまいりました。これは福生市の第２０期の公運審の

委員の方が、平成２１・２２年度の２年間かけて検討して作成したもの

として、委員長名で送付されてきたものです。１部しかありませんので、

ご希望の方に回覧でご覧いただければと思います。 

山 田 委 員        最初に公運審の委員になったときに、小金井市の教育とか公民館の事

業のまとめみたいなものを渡されたのですが、そういうものも必要なの

ですが、今言った法律的な裏づけとか都公連の組織といったものについ

ての手引きがあればもっといいなと思います。 

 だから、今いる人ではなくて、新しくなられた方にああいうものがあ

ればと思います。 

大 橋 委 員 長        そうですね。これからの検討課題ですね。公運審になったときの研修

ですよね。それから企画実行委員になったときの研修をどうするかとか。

そのためのそういうパンフレットみたいなものがあると、確かにいいで

すよね。それは尐し検討してみる必要があるかと思います。 

山 田 委 員        そうですね。私はだから最初、今言ったようなことが全くわからなく

て、ああいうものがあればいいなと思います。 

大 橋 委 員 長        何事も、最初になったときはやはり研修が必要だと思うんです。その

ときに、そういう基本的なものがあると助かると思うのですが。検討課

題にさせていただきたいと思います。 

 それから、町田で公民館と市民大学が一緒になって生涯学習センター

とかいう。変わったわけですか、町田の公民館は。 

山 田 委 員        どういうふうに変わったかは、あまりよくわからないのですが。 

 藤井さん、何かわかりますか。 

藤 井 委 員  前の公民館の内容かよくわからなかったので、あのときの説明の際に、

前後の対比表のようなものをもとに説明してもらえれば、参加者全員に

よくわかったのではないかと思いました。 

山 田 委 員        要するに、公民館の一部がほかの所属になったように理解しました。 

 前からここはこういうことでがたがたしていたような感じなのです

が、私には詳しいことはよくわかりません。 

藤 井 委 員  確かに、多くの公民館で、市の組織の中のどこに属しているかという

問題が、聞いたところによるとこの１０年足らずの間に大分変わってき

ていると。そういうものが公民館としての流れなのか、それとも片野先

生の持論のように、それではよくないというのが流れなのか。また、指

定管理者制度というものも片方にあるし。そういうので、僕は聞いてい

て、参加している各市の公民館の担当の方々は、なかなか苦労されてい

るというのが現状だと思いました。 

 そういう中で、町田の場合は、多くの条件要素などで変わったんだな

というのは、僕はそのとき感じました。各市ある意味試行錯誤の流れの

中でこのような判断をされているように思います。 

大 関 館 長        町田は、ここに書いてありますとおり、２０１１年６月に条例を制定

して、１２年４月から生涯学習センターに移行するということだと思う

んです。 

山 田 委 員        公民館がなくなるかというと、そうではないんですよね。 

大 関 館 長        そうですね、なくならないです。中央公民館というのは多分残ると思
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います。 

 過日、私も研修を受けたところ、立川市で生涯学習センターを新たに

設けたというお話をお聞きして、そこで、町田さんも今後はそういう方

向に持っていきたいということで、今、検討されている段階だと思いま

す。 

 だから、今もう既になったということではなくて、今はまだ中央公民

館と地域センターが１３あるということかと思います。 

藤 井 委 員  だけど山田さん、あのときの話では、町田の館長さんは「変わりまし

た」という報告をされていましたよね。 

山 田 委 員        そうですね。 

大 関 館 長        いえ、変わっていないです。 

山 田 委 員        では、変わることが決まったということなんですね。 

大 関 館 長        そうですね。 

山 田 委 員        それで、片野先生のコメントは、町田市に対しては、日本の公民館が

乗り越えなければいけない課題を含んでいると。公民館を取り巻く環境

というのは市長部局への移管、指定管理者制度、統合、有料化というこ

とと、社会教育法の改正、そういうものがあって、日本の公民館の環境

はいろいろ変わっているというお話でした。 

大 橋 委 員 長        どうもありがとうございました。これも公民館としては大きな課題だ

と思います。一番問題なのは社会教育法との関係ですかね。 

山 田 委 員        何回か改正されているということです。変わってきていると。 

大 橋 委 員 長        立川は、公民館は生涯学習館という名前になるんですかね。公運審で、

皆さんで見学に行きました。説明を受けて。あれは２年ぐらい前でした

でしょうか。 

神 島 委 員        よろしいですか。山田委員のこのメールの努力にすっかり感心してし

まって。よくまとめていらして。私が出席したら多分こんなことはでき

なかっただろうと思いながら、驚嘆のまなざしで見させていただいてお

りましたが、やはり出席して、いろいろと御苦労があると思うんです。

今おっしゃったように、なかなか情報交換と言っても、うちのほうはあ

まり進歩のないような。私はいつも感じながら。もっと私たちもいろい

ろと努力して、外に向かって公民館のあり方とか、よそから聞いてきた

りしながら発表できたらいいかなと思いながらも何もできないでいます

ので、そのじれったさもあるのですが。ほんとうに、ご努力を私は買い

ました。今後ともよろしく、どこに行くにもいらしていただいて、私ど

もにこういう報告をいただけたら幸いでございます。ありがとうござい

ます。 

山 田 委 員        それから、訂正なのですが、１／２ページと頭に書いてあるメールで、

受信日時が２０１１年３月１５日というメールの本文の中で、３枚もの

の一番表のところに、真ん中辺に、２３年度への申し送り参考案という

のが書いてあるのですが、この第１回のところで、最後の行に括弧して

「生涯教育推進法」と書いてあるのですが、これは「生涯学習振興法」

です。後から訂正したメールを送ったのですが。本当の名前はもっと長

いのですが縮めてあります。 

大 橋 委 員 長        あと、昭島市の市民大学というのも興味深いやり方だと思います。 

山 田 委 員        昭島は、講座のテーマを見ても結構いいなと思うものがあります。 

大 橋 委 員 長        本来の公民館のあり方というものを反映しているかと思います。これ
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こそ公民館らしいテーマというか講座だと思います。 

山 田 委 員        自分たちが講座を受けた後で、今度は自分たちが主体になってつなげ

ていくというものがあります。 

大 橋 委 員 長        それがやはり大事なことで。いつも公民館事業が終わってから、どれ

だけ地域民との関係があるとか、いろいろ、それぞれ反省点がある。 

山 田 委 員        それから、さきほどの研修の件は、今日配付されたこの「トリターマ」

にまとめて出ていますので、ご覧ください。 

 以上です。 

大 橋 委 員 長        どうもありがとうございました。そのほかはございませんか。 

（発言の声なし） 

 

 イ 定期総会代議員等の選出について 

大 橋 委 員 長        では次をお願いします。 

山﨑庶務係長  東京都公民館連絡協議会定期総会が４月２０日に行われますので、そ

の代議員を４月１１日までにご報告をお願いしますという通知が来てお

ります。その前に皆さんがお集まりになる機会が本日しかないものです

から、総会の代議員と、例年この時期に決めていただいています委員部

会の新年度の委員の選出をお願いしたいのですが。企画委員会について

は、来年度どういう形になるかが未定でございますから、審議会の開催

日程の文書には、とりあえず、昨年と同様だとした場合の毎月お集まり

になる予定を記載させていただきました。例年この時期に決めていたの

で、提案させていただく必要があれば、決めていただこうと思いました

ので。 

大 橋 委 員 長        これは今日決める必要がありますね。 

山﨑庶務係長  ４月２０日の定期総会の代議委員については文書がきているのではっ

きりしています。委員部会の委員については、今年度の担当市の担当者

がご不在だったので、現時点では、今回決める必要があるかどうか確認

がとれていませんが、例年この時期に決めていただいています 

山 田 委 員        委員部会では、来年度の初回は５月１３日か５月２７日という話がで

ていました。 

山﨑庶務係長  ４月には開催しない予定ですか。 

山 田 委 員        ５月１３日か２７日に第１回委員部会があると言っていましたけれ

ど。 

山﨑庶務係長  そうですか。昨年は４月に開催しましたので、３月の時点で決めてい

ただきましたが。 

大 橋 委 員 長        これ、場所はどこですか。 

山﨑庶務係長  定期総会は昭島市公民館小ホールで、午後２時からです。一応、公運

審から代議員２名の選出となっております。 

大 橋 委 員 長        いかがですか、２名。 

 神島さんはどうですか。 

神 島 委 員        木曜日は用事が入っております。 

大 橋 委 員 長        藤井委員はいかがでしょう。 

藤 井 委 員   僕も４月のこの時期は、今のところお約束できません。 

大 橋 委 員 長        小島委員も。 

小 島 委 員  もともと水曜日は予定が入っています。水曜日ですよね、４月２０日

は。 
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神 島 委 員        水曜日はあいています。 

大 橋 委 員 長        それではお願いします。 

神 島 委 員        分かりました。私１人ですか。 

大 橋 委 員 長        藤井さん、いかがですか。 

藤 井 委 員  ちょっと今のところ難しいです。 

大 橋 委 員 長        私はこのちょっと先で任期切れになるので、そうならない方に。 

 山田委員、いかがですか。 

山 田 委 員        どなたも行かれないのでしたら。  

大 橋 委 員 長        熊谷さんはいかがですか。なるべく交代で行ったほうがいい。私もず

っと、何回も行っていますから。去年も毎年行っていますから。 

山 田 委 員        公民館も立派だし。いろいろな部屋がたくさんあるので。工芸の部屋

みたいなものまであります。 

大 橋 委 員 長        そういうことに私は参加しているから、そのおかげであちこちの公民

館がわかるんですよ。行って、ただ総会に出るだけではなくて、見てき

ますから。 

神 島 委 員        後からできたまちというか市は立派ですよね、すべて考えてつくって

いますから。やはりそうでありたいですよね。 

大 橋 委 員 長        公民館を見るだけで参考になりますね。掲示板とか事務所のあれも、

いろいろのぞいてくるんです。参考になります。 

 じゃあいいですか、すみません。どうですか。 

熊 谷 委 員   無理ですね。 

大 橋 委 員 長        それでは申しわけないですが。 

熊 谷 委 員  お願いします。 

大 橋 委 員 長        神島さんと山田さん、２名出席ということでお願いします。 

長 堀 主 査  この件について、「公民館研究大会企画委員会は毎月１回、原則第３金

曜日」となっていますが、新年度から企画委員会は従来の形をとらず、

新しい運営方法が今度の総会で提案される予定です。おそらく、毎月１

回開催とはならないと思います。 

山﨑庶務係長  総会で決定される議題になっているのでしたら、その後に必要があれ

ば提案する形がよろしいですか。 

長 堀 主 査  企画委員会自体が必要なくなる可能性がありますので、むしろ決めな

いほうがいいかと思います。 

山﨑庶務係長  分かりました。 

長 堀 主 査  従来のような形の企画委員会はやらないで、新しい形の運営方法が提

案される予定です。 

大 橋 委 員 長        だから、専門部会みたいな感じでとかいうお話をされて。 

長 堀 主 査  新しく提案される運営方法は、各市が持ち回りで分科会を受け持つ形

と、各部会や研修担当が分科会を受け持つ形です。従来のように企画委

員会が課題別集会を運営するという形はとらないので、企画委員会がな

くなれば、当然企画委員もなくなります。         

山﨑庶務係長  すみません、これについては私が補足で説明をさせていただくつもり

で資料をつくらせていただきました。 

 審議会の日程で、来年度日程を入れていただく定例会につけ加えて、

大体この時期にこんな委員会がございます、研究大会がございますとい

うことで入れさせていただいたものでございます。 

 それで、企画委員会については例年と形式を変更する可能性があると
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いう説明を受けておりましたので、とりあえず昨年はこの第３金曜日で

やっていましたということで入れさせていただいたにすぎず、平成２３

年度はどのような形態をとるか分かりませんという補足をするつもりで

つくりました。 

 それと、委員部会等の開催担当市や会場につきましても、担当市が平

成２３年度予算積算資料として送付された時期と現在とで、その間に開

催された「あり方検討会」での検討を経て話が変更していますので、は

っきりしたことが申し上げられないという補足をするつもりで作成いた

しました。 

大 橋 委 員 長        では、よろしいですか。企画委員はなくなるということで。それはど

こに書いてあるんですか。 

山﨑庶務係長  まだ具体的なことは決定されておりませんので、通知もきておりませ

ん。 

大 橋 委 員 長        ４月２２日の次回の定例会だと、２０日の総会の結果がわかりますよ

ね。総会で、企画委員がなくなるとかそういうのが決まるのでしたら、

そのときでもよろしいですか。 

山﨑庶務係長  本日は、欠席の方も４名いらっしゃいますので、委員部会は次回でも

間に合うのでしたら、定期総会の代議員だけで結構です。 

大 橋 委 員 長        では、４月２２日に委員部会の委員を決めるということで。おそらく

企画委員は要らなくなるとのことです。 

（発言の声なし） 

 

２ 審議事項 

⑴ 公民館事業の計画について 

⑵ 平成２３年度公民館事業の計画について 

大 橋 委 員 長        では、次の審議事項に行きたいと思います。 

 まず公民館事業の計画について、お願いします。 

渡辺事業係長  お配りしたものの資料で、いつも出している公民館事業の計画に加え

て、２３年度の公民館事業計画というものをあわせて配付させていただ

いています。 

 こちらの違いですが、いつもお出ししている公民館事業の計画は、既

に計画が形が決まったものです。もう１つの２３年度公民館事業計画と

いうのは、全体の枠組みがこうなっていますよということをお示しした

ものです。 

 その中には、当然、やるということは決まっていますが、何をやるの

かという部分はまだですというものがほとんどでございますが、それも

含めて、全体像を見渡せるという意味で、こういう枠組みになっていま

すと。一部計画が始まっているものもありますので、それは計画中でこ

ういうふうにやっていますという具体的な日にちやテーマを入れさせて

いただいていますので、あわせてご覧いただければと思います。 

藤 井 委 員  今年一番難しいのは、停電の問題がありますよね。この辺、何か対処

の方法は。小金井の公民館全体として、アイディアなどはもうお持ちな

のですか。計画停電が来年まで続くのではないかというような報道もあ

るようですし。何か持っておかないと、そのときになって中止よとかい

うのも、連絡するのが大変じゃないかなと思うんです。 

渡辺事業係長  全体の節電の協力という意味では、夜６時以降の施設を閉館という対
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応を現在しているのですが、計画停電が、例えば何曜日の何時からとい

う形で定例化してくれば、対応が可能なのですが、現在は不安定で、変

更続きですから。しかも実施するかどうかがその直前にならないとわか

りません。この計画の中ではそのことは反映しておりません。 

 ただ、実際には、非常に制約を受けることは当然なので。例えば停電

時にデータプロジェクターを使いたいとか、料理をやりたいとか、やり

たくても必要な条件により、変更せざるを得ないものがあるので、その

場合は内容を変更したり、場合によっては中止になってしまうようなも

のもあるということが前提での計画となります。 

大 橋 委 員 長        何かご意見などは。 

藤 井 委 員  こちらの事業計画の表の中で、過去やったことがなくて、２３年度に

初めてやる事業というのは何かあるんですか。 

渡辺事業係長  初めてという意味ですが、枠として初めてという意味と、同じ枠はあ

るのだけれど内容としては新しいというのがあるのですが、事業の枠と

しては、多摩・島しょの助成金事業が２年目という形ですので、今年で

はないのですが、そういう意味では新しいところです。 

 あとは、枠組みとして新規というのは。 

藤 井 委 員  いや、枠組みというより事業名のほうです。 

渡辺事業係長  事業名のほうは新しいものはたくさんございます。 

藤 井 委 員  あるんですか。過去にやったことがないというものも、各分館。 

渡辺事業係長  枠組みではなくて内容のお話ですね。それは結構あります。 

   ただ、新しいというのが、何をもって新しいかというところが結構難し 

   いのですが。テーマが尐しずつ変わったりというのがあるので、どこま 

   でを継続と見てどこまでを新規と見るかというのが、難しいと言えば難 

   しいのですが。 

藤 井 委 員  新規というのは、過去に全くやったことがないような事業というのは。 

渡辺事業係長  どうでしょう、それは。 

長 堀 主 査  東北の文学に注目し、今回大震災の前から東北に注目していまして、

市民講座「東北が生んだ文学を読む」全４回、これは新しい内容です。 

また、成人学校「旧野川・原始野川を歩く」も新しい内容です。現在の

野川は実は大分改修されています。改修前、あるいはさらに以前の流域、

既に全く跡形もなくなっているところをたどっていくという、これは初

めての試みです。 

渡辺事業係長  ほかの件で言えば、内容ということとはちょっと違うのですが多摩・

島しょの助成事業の中で、地域センターの施設の講座の２回目なので

すが、テーマとしては公民館のあり方だったり図書館のあり方という

ことで、これは継続しているのですが、講座の進め方として、ゼミ形

式といいますか、講座を聞くというよりもむしろ自分たちが共同で研

究して発表しようと。講師のほうはどちらかというとファシリテータ

ー的に、主人公である参加者をフォローするという形の展開を考えて

いますので、そういった意味では、やり方という意味では新しいかな

ということがございます。 

藤 井 委 員  それはやはり、１回目の講座の中で、ゼミ形式のああいうやり方の評

判が結構よかったという判断ですか。座学よりも。結構歩いてやったり

していましたよね。ああいうものがよかったという。 

渡辺事業係長  あれはどちらかというとワークショップなのですが、あれが評判がよ
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かったというのが１つありまして、あとは、さらにワークショップと

いうよりももう尐し成果を具体的に上げていく、それに向けて交流し

ていきましょうということなので。ワークショップは従来かなりやら

れてきたので、ちょっとそれとはまた違った、ゼミ型という名前をつ

けてみたのですが、そういう方向で計画させていただきました。 

藤 井 委 員  はい、わかりました。 

大 橋 委 員 長        ただ聞きっぱなしではなくて、次のステップに進めるのがいいと思い

ます。そういう意味では、みんなで話し合ったりゼミをやったり、自分

たちでまとめたりするのは大変結構だと思います。 

 予算関係は次回に示していただけるわけですか。 

大 関 館 長        そうですね。今日、ちょうど本会議をやっていまして、今日ですべて

終わる予定なので、次回お示しさせていただきます。 

大 橋 委 員 長        よろしいですか。他にご意見はありますか。 

（発言の声なし） 

 

 ⑶ 三者合同会議について 

大 橋 委 員 長        それでは、三者合同会議について報告とご審議をお願いいたします。 

 三者合同会議の代表者打ち合わせという書類が１枚あります。１つは、

公民館運営審議会からの提案ということで、前回、皆さんで討議しまし

た内容を私のほうで分類して、ここに簡単な文書を、１８日の代表者打

ち合わせ会議で提案させていただきました。 

 その裏側は、社会教育委員会からの提案ということです。その下に会

議のまとめが出ております。社会教育委員の会議は、会議が終わってか

ら出されてきたので、まとめもついでにお願いをしていただきました。 

 三者の意見というのはほぼ同じです。具体的にどういうことをやるか

ということで、まとめのところを簡単に見ていただければと思います。

提案としては、何かイベントをやろうということです。 

 次回の三者の会議は５月１３日、審議会の日程のところの２番目です

ね。 

山﨑庶務係長  そうです。１の定例会の星じるしが１１月の三者合同会議の日程でご

ざいまして、これは定例会に組み込ませていただきます。２番目の三者

合同会議のところに、５月の日程を記載しております。 

大 橋 委 員 長        ５月１３日の金曜日。この５月１３日に、三者でお話ししたことをも

う尐し具体的にまとめてご提案して、皆さんで議論するということにな

ります。 

 それから１１月は、お互いにお互いのことを知るということで、そう

いった会議です。お互いに紹介をして、その後親睦を深めるという会議

です。できたら会議室から離れた場所で親睦会も行うということです。 

 その先が、もう尐し外に向けたイベントをやっていこうということに

なります。それは５月１３日に皆さんで話し合いをしたいと思います。 

 それからもう１つ具体的なことが出まして、９月１１日の日曜日に、

「２０１１年青尐年のための科学の祭典 東京大会イン小金井」という

のが開催されます。学芸大学です。参加者が大体１万人ぐらいあるので

すが、そこに社会教育委員の方がずっと参加しています。 

 公民館としては参加していないのですが、２年か３年前、私が提案し

まして、参加者がいなかったので社会教育委員の伊藤さんに呼びかけて、
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やりませんかということでやったのが最初です。その後、私のほうは忙

しくてできなかったのですが、伊藤さんのほうでずっと毎年続けてやっ

ております。社会教育委員が出展しているという形です。 

 そこで、社会教育委員の提案ですが、各委員、図書館協議会委員、公

民館運営審議会委員、社会教育委員で、各団体から１つずつ何かやりま

せんかという提案がありました。 

 できたら１部屋で。教育委員会が主催団体の１つに入っていますので、

そういった注文を出せばおそらく通ると思うのですが、社会教育関係で

１つ部屋をとるということになると思います。この「青尐年のための科

学の祭典」に参加は、三者一緒にやる最初の取り組みになります。 

 参加締め切りが５月１０日です。実質的には今日決めないと難しくな

るんでが、次回の４月２２日でもまだ間に合います。 

 何年か前は任意団体としてやったんです。できたら今度は公民館とし

てやっていっていただきたい。実際にやるのは公運審の方とか企画実行

委員の方、有志だと思うのですが、公民館としてこれをやってほしい。

参加団体として図書館も出ようと話し合いました。私がやったときは、

必要経費は主催者側から出ました。  

 何もなければ、私が前にやったのをそっくり同じのをやってもいいの

ですが。 

神 島 委 員        前にやったそっくり同じって、どんな。例えば、具体的におっしゃっ

ていただかないとわからない。 

大 橋 委 員 長        視覚の問題をやりました。白黒の円盤を回転すると七色の色が出てく

るんです。反対に回転すると違う色になるんです。子供がすごく興味を

持ちました。 

神 島 委 員        それ、材料が要るんでしょう、やはり。 

大 橋 委 員 長        パソコンで白黒の模様を作って、それをＣＤに張り付けてそれを回転

させる。そうすると色が出てくるんです。 

山 田 委 員        こうやって（手真似で）回転させればいい。 

大 橋 委 員 長        回転の仕方はどうでもいいんです。一番簡単なのはくるくるっとやれ

ばいいし。 

神 島 委 員        じゃあお遊びね。 

大 橋 委 員 長        遊びです。非常に子供は興味を持ちます。休み時間は全然とれなかっ

たです。 

山 田 委 員        公民館としてそれをやるんですか。 

大 関 館 長        ちょっとすみません。今お話を伺っていると、ちょっと違うのかなと。

というのは、まずこれは、三者が一緒になってやるのではないんですか。 

大 橋 委 員 長        だから、各館ごとに参加するということです。 

大 関 館 長        各館。社会教育委員と、図書館協議会委員と、公運審の委員というこ

とですか。 

 公民館としてというとちょっとおかしくなってしまうような気が。公

民館は教育委員会なので、公運審の方の有志とか、企画実行委員の有志

というのだったらわかるのですが。 

大 橋 委 員 長        何でいけないんですか。 

大 関 館 長        公民館はそもそも教育委員会の事務局で、行政側の人間なので、やる

というのは。 

渡辺事業係長  我々は本部の、具体的に言うと受付などをやるような係なので、１つ
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のブースに入るとかいうのではなくて、全体のお世話をしているんで

す。 

大 橋 委 員 長        それはわかりますけれど。公民館はこういう子供のための、まさに社

会教育ですから、これは。公民館は社会教育施設ですよね。それを外で

やるというのはちっともおかしくないと思うのですが。 

渡辺事業係長  だから、公民館の利用団体が参加したいという方をいろいろお手伝い

したり、情報提供したり、それはもちろんやります。それをもって公

民館として参加しているというか、お手伝いしているのですが。 

大 関 館 長        生涯学習課が出ているわけではなくて、生涯学習課の中の社会教育委

員という組織の有志が出ているので。生涯学習課が出ているということ

ではないんです。 

 同じように言えば、公民館も、公民館運営審議会の委員さんの有志と

かで参加されればいいのではないでしょうか。 

大 橋 委 員 長        有志ではなくて、ちゃんとした名前でね。 

大 関 館 長        ただ、今までは、社会教育委員の有志ということで、ここ二、三年、

出ていると思いますが。 

大 橋 委 員 長        そうではなくて、団体として。非常にいい機会だと思うんです。子供

向けの。それは社会教育のそういうＰＲもするということですよね。公

民館とか図書館のＰＲも兹ねてやると。それを一緒にやれば。実際にや

るのは、だから社会教育委員とか公民館運営審議会委員とか図書館委員

とか、そういう方がやると思うのですが。 

神 島 委 員        まあ、お祭りなんですよね、これは。祭典ですから。大勢の子供が集

まります。 

大 橋 委 員 長        公民館をＰＲするいい機会だと思うんです。 

神 島 委 員        公民館をね。その、ＰＲする機会ということでしたら、そこで、例え

ばこんなことをやっていますという活動を紹介するチラシをまくことも

できます。 

大 橋 委 員 長        １つは、公民館はほとんど施設内でやっていますでしょう。だから、

そうではなくて、まちの中に出ていくことが必要だと思うんです。公民

館から外に出る。よく言われていることです。 

神 島 委 員        それはわかるのですが、やはりおっしゃるとおり、公民館がやるのは

おかしい。私たち１０人が公運審を承っているので、公民館というのは

こういうもので、今後こうでありたいとか、こうであってほしいとかい

うことを世間に向かってＰＲするいい機会だということは言えても、公

民館自身がそれに参加してやるというのは、私はやはりおかしいように

思うのですが。 

大 橋 委 員 長        何がおかしいか、よくわからないのですが。 

神 島 委 員        公民館の方たちがその行事に参加するというのは。教育委員がやるの

はいいけれど。教育委員会が動くということはないでしょう。 

大 橋 委 員 長        公民館でもいろいろな講座とかイベントとかをやっているわけですか

ら。それをただ学芸大でやるだけだから。何らおかしいことはないと思

います。しかも教育委員会の主催でやっているわけですよね。 

神 島 委 員        私も、国際ソロプチミストの実行委員ですから、私も現に関わってい

ます。ですからよく内容もわかるのですが。 

 それで、１回参画してしまうと、毎年継続していくことが必要になっ

てくると思うので、かなり、無理が出てもいけないから、慎重にここは
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選んで、公運審は取りかかったほうがいいかなという気がするのですが、

どうですかね。 

 せっかく出た提案なので大事にしながら、宿題にして、４月にもう１

回、できましたら。 

大 橋 委 員 長        社会教育委員の方はもう一生懸命やっていらっしゃるんです。 

神 島 委 員        そうですよね。本川さんですから。本川さんはソロプチミストをつく

った人ですので、熱心にやってくださって、よくわかるのですが。 

大 橋 委 員 長        公民館の大きな課題としては、若い人の取り組みとか子供向けのこと

をあまりやっていないというのがあるんです。それからもう１つは、外

に向けての発信が尐ないと。そういう大きな課題があるので、これは本

当にいい機会だと思うんです。しかも、社会教育委員とか図書館協議会

の委員と一緒にやるということの意義は大きいと思うんです。 

 要するに、うちに閉じこもらないで外に出ようということです。 

山 田 委 員        ということは、公民館の講座として場所を変えてやるということです

か。例えばここにあるような、子供体験講座みたいな。 

大 橋 委 員 長        講座じゃなくてイベント。１つのイベントで１日。いい機会ととらえ

ているのですが。 

大 関 館 長        すみません。三者合同会議で話し合ったのは、三者合同でイベントを

やるというお話ではなくなっているんですか、今は。 

大 橋 委 員 長        いや、三者でイベントをやるのですが、最初のこれはいい機会だとい

うことで、これに参加しましょうということ。 

大 関 館 長        今、委員長がおっしゃっているのは、三者の合同でやるのではなくて、

公民館は公民館で、それぞれで何かをやるということを、私は今理解し

たのですが。 

 あくまでもこれは三者合同会議で、今、情報ネットワークということ

で、何を具体的にやろうかという中で話し合われているのではないでし

ょうか。 

大 橋 委 員 長        三者でそれぞれ独立。申し込みは三者でするという。 

大 関 館 長        それぞれ別々で、三者合同で申し込むということですか。 

大 橋 委 員 長        ではなくて、三者別々に申し込む。 

大 関 館 長        そういうことを話し合われているんですか。 

大 橋 委 員 長        そうですよ。今まで。それで、申し込みは一緒だけれど、同じ場所で

やりませんかということ。 

 だから、それぞれ別々に申し込むのだけれど一緒にやりましょうと。

一緒の場所で違うことをやっている。やることは違うことです。 

神 島 委 員        たくさんの団体が出展されているんですよね。 

大 橋 委 員 長        １００団体以上。 

神 島 委 員        そうです。だから、どこで何をやっているかわからないで、子供は１

００個も５０個も回れないし、ほんのこことそことあそこ、３つぐらい

回ったらもう帰るという感じなんです。その中の１こまとして私たちが

参加して、果たしてどのぐらいのＰＲができるかなという気もしないわ

けではないんです。 

 参加するということに意義があるというのなら、それはそれでいいの

ですが。 

大 橋 委 員 長        いや、ＰＲになると思います。子供向けのことをやるという。これは

社会教育の一環ですよね。 
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 皆さんが反対なら、公運審はやりませんということを言いますけれど。 

神 島 委 員        いや、反対とか。今おっしゃったように、どうなんですかね。それも

１つのいい案かなという。それも１つの道だし、三者で集まってシンポ

ジウムを開いてみるとかいう形もいいかなと。 

大 橋 委 員 長        それはやるんですよ。 

神 島 委 員        それは別の機会にやるんですか。じゃあ２つ、二本柱で今回は行く。

今年は。 

大 橋 委 員 長        二本柱というか。同時にやるわけではないですから。 

 ここで、皆さんで決めることですが。 

神 島 委 員        今日は人数も尐ないし。もう１回できるんでしょう、４月２２日に。

もう１回この案を委員長さんに出していただいて、具体的にどんなこと

をするとか、具体性があって、本当にそれで子供たちがこぞって私ども

のところに来てくださったりして、参加できるような形に持っていけた

らいいですよね。せっかくそうおっしゃってくださって。 

藤 井 委 員  それと、中身のソフトはそれでいいと僕は思うのですが、館長が疑問

に思われているのは、この大会への申込者の名前のところにという観点

でしょう。 

大 関 館 長        そういうこともございます。 

藤 井 委 員  そうしたら、三者合同会議という団体が、この大会に申込書を提出す

るというのは別にそれでいいですね。それは無理なんですか。 

大 橋 委 員 長        いや、無理ではないのですが。 

神 島 委 員        別々なんでしょう。名前で出したほうがいい。 

藤 井 委 員   例えば三者合同会議という団体名で申し込んで、部屋をとりますよね。 

大 橋 委 員 長        いや、やはりＰＲという点からすると、それぞれの現実の団体のほう

がいいですよ。 

藤 井 委 員  それはわかりますよ。それはね、我々と公民館の方々が納得でやった

ほうが一番いいと思うんです。だから、三者合同会議という名義で申し

込んで、教室が１個来ますよね。その中を、公民館運営審議会委員のブ

ース、図書館協議会委員のブース、社会教育委員のブースと、こういう

分類はできないんですか。 

大 橋 委 員 長        いや、プログラムに参加団体の名前が出ますからね。 

藤 井 委 員  それで三者合同会議という名前を出してもらって、括弧して（公民館

運営審議会委員・社会教育委員・図書館協議会委員）。 

大 橋 委 員 長        だから、現実にある社会教育委員、まあ公運審委員でもいいのですが、

公運審なら公運審で。 

藤 井 委 員  それは、館長の疑念みたいなクエスチョンをとってあげたほうが、一

番スムーズにいきませんか。 

大 橋 委 員 長        いや、だから、せっかくの機会ですよ。外に出る。 

藤 井 委 員  だから、ブースのところに、小金井市公民館と書いておければ、一般

の方々が見るのはそこでしょう。何かソフトをやるときに。 

大 橋 委 員 長        いや、この中に出ますから。公民館もこういうことをやっているんだ

ということの。 

藤 井 委 員   だから、三者合同会議（公民館運営審議会委員・社会教育委員・図書

館協議会委員）と、３つ並べてというふうなやり方は無理なんですか。 

大 橋 委 員 長        前から、私が出たときにも同じことを言っているんですよ。公民館は

外に出るべきだと。 
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藤 井 委 員  だから、それは十分わかりますよ。だけど、館長のほうでその辺がク

エスチョンがあるので、その中間をとってそうしたらどうですかという

考え方なんです。 

大 関 館 長        内容はすごくわかるんです。公民館をアピールしたいというのは、そ

れは当然わかるのですが、まずもって、この間話し合われたのは、社会

教育委員、図書館協議会委員、公運審委員で何をやりたいかということ

で、親睦交流会を行うとか、「科学の祭典」に出てみようかと。その、出

る意味というのは、三者が一体となって何かいろいろやっていくことに

よって親睦も生まれるだろうし、お互いのつながり合いもできるという

ことで、私はそういう理解をしていたんです。 

 ところが、委員長の話だと、別々にするということは、この三者合同

会議とは全然かけ離れて、これは別でそれをやるということですね。 

大 橋 委 員 長        そういうことではなくて。例えば何かシンポジウムをやれば、図書館

の人が話して、公民館の人が話してということになりますよ。だから、

それぞれ別のところが出すわけですよ、自分たちの持ち物を。 

大 関 館 長        だから、それはいいんです。それはわかるのですが。 

大 橋 委 員 長        だから、それぞれのところから出して一緒にやりましょうと。 

大 関 館 長        その「科学の祭典」に申し込んで、社会教育関係の三者が合同でやっ

て、その中には社会教育委員の方がいろいろ考えたり、図書館協議会の

委員が何か考えたり、公民館の運営審議会委員が考えて何かをやるとい

うのだったら、別に全然いいと思うのです。 

大 橋 委 員 長        だから、それを別々に申し込むということなんです。 

藤 井 委 員  その、別々に申し込むメリットは何なんですか。 

大 橋 委 員 長        それは、そこに名前が出るのと、３つとれるわけです。 

神 島 委 員        こまが３つとれるから。 

藤 井 委 員  そうしたら、別にその三者合同会議は全然なくなるわけですよね。 

 要は、我々が今一番やりたいのは、三者合同会議で何かしませんかと

いうことでしょう。その何かしませんかというのが、「科学の祭典」に

ブースがあるので、そこに三者が合同で申し込んで、それぞれ三者がブ

ースの中で、公民館、図書館、社会教育委員会の連中が自分らのアピー

ルを、ということでしょう、要は。 

大 橋 委 員 長        だから、それぞれ別々に申し込んでアピールすると。一緒にやればい

いわけですよ。 

藤 井 委 員  そうしたら別に。僕もちょっとそこのところがわからないんです。そ

れなら三者合同会議というのはどこへ行っちゃったわけ。 

大 橋 委 員 長        だから、一緒にやるわけです。申し込みは別々にして一緒にやるとい

うことです。 

藤 井 委 員  そのときに、申し込みは公民館という名前で申し込むわけですか。そ

ういうことなんですか。 

大 橋 委 員 長        だから、公民館まつりだって、それぞれの団体が出し物を出すわけで

すよ。それぞれの。それと同じような。 

大 関 館 長        私がイメージしているのは、三者合同会議という名前で出して、先ほ

ど藤井委員も言いましたが、その括弧の中には社会教育委員、図書館協

議会委員、公民館運営審議会委員ということで、それが１つの申込者と

なり、当然、中では分かれていてもいいのですけれども、公民館運営審

議会委員の方も、図書館のほうや社会教育委員で何かやっているのをお



 18  

 

手伝いしたり、お互いがお手伝いしたり、皆さんが社会教育委員と図書

館協議会で何をやっているかというのも把握したり、皆さんでぐるぐる

その中でやるのかなというイメージを私は持っていたのです。 

大 橋 委 員 長        だから、それぞれから出す。最初から一緒に組むのは大変ですよ。公

民館まつりだって、それぞれの団体が出すわけです。それと同じです。

社会教育委員は今までどおりに出して、そこに公運審委員、図書館協議

会委員も出しませんかと言ってきたわけです。 

 公民館でどうしてもやりたくないというなら、それは公運審という名

前でやるということになりますが。 

渡辺事業係長  よろしいですか。この「科学の祭典」って、本当に市を挙げての行事

というか、教育委員会を挙げての行事みたいになっていますので、公民

館の利用団体がかなりこの時期に向けていろいろ活動をされたり、いろ

いろおつくりになったりとか、この時期になるとかなりそれ一色になる

ような団体もあります。当然ながら、公民館は全面的にそれは援助しな

がら、いろいろご相談なども受けながらやっていくという状況になって

いるわけです。 

 実際には、そこに参加する団体も、当然ながら公民館で日常的に活動

しながら参加していくというふうになっております。当然、それに対し

ていろいろなアドバイスをしたり援助をしたり、一緒に何かやりながら

というのはあります。 

 当日も、当然事務局として、本部での事務等、そういうのはやります。 

 職員という意味での公民館ということで言えば、そのような形になり

ます。 

大 橋 委 員 長        職員は別にいいと思うんですけど、団体がやるのはあくまでも団体で

すよ。公民館に所属していないですよ。 

渡辺事業係長  ええ。それで、団体は既にそういう形で参加していらっしゃるんです。 

大 橋 委 員 長        だから、団体はあくまでも団体で、公民館と関係ない。公民館を利用

している団体ですから、別の団体なんですよ。 

渡辺事業係長  それで、その流れから行けば、例えば公民館運営審議会がそこに出る

とか、三者合同で出るとか、そういうのはいいのですが、公民館が出る

という言い方が非常に難しいところで。 

大 橋 委 員 長        公民館は１つの団体ですから。 

藤 井 委 員  委員長の公民館の中身と、こちら側の公民館の中身はちょっと違うわ

けでしょう。多分、ダブっているところもあるけれど、こっちとこっち

で違うということでしょう、要は。 

大 橋 委 員 長        どうしても公民館としてがだめなら、公民館運営審議会委員という形

になりますよね。 

渡辺事業係長  だめというか、もうすでに全面的に、協力しています。公民館は教育

委員会の中にありますので。 

神 島 委 員        事務局としての協力はするという意味ですよね。 

渡辺事業係長  ええ。しているというか。 

大 関 館 長        実際しているんです。事務局で、生涯学習課も出ていれば、図書館も、

学校教育部では学務課や指導室などの職員も、そして当然我々も一緒に

事務局として出ていて、ボランティアの手配だとかいろいろしているん

です。 

 だから、そういった、公民館職員が何かブースをつくってというのは
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ちょっと違うのかなと思います。 

渡辺事業係長  そこだけなんですよ。 

大 橋 委 員 長        だから、職員は別にいいと思うんです。じゃあ公民館としてはだめだ

というのでしたら、公民館運営審議会と。 

神 島 委 員        運営審議会委員として登録をして、ばらばらに３つが出るという。 

大 橋 委 員 長        社会教育委員は社会教育委員で出すわけです。 

神 島 委 員        そうそう。そうすれば、こまを１つ取ると５,０００円いただけて、い

ろいろ役に立つ。一括してしまうと５,０００円が１つになるという意味

ですか、要は。 

大 橋 委 員 長        いや、そういう意味ではないのですが。まあそういうこともあります

ね。 

神 島 委 員        そういうこともありますよね、結局。多分そこのところが。 

大 橋 委 員 長        それで、バラエティも広がる。図書館は図書館なりのものを出してく

ると思います。 

山 田 委 員        図書館は図書館として出るんですか、図書館協議会委員として出るん

ですか。 

大 橋 委 員 長        そこは図書館で協議すると思います。 

藤 井 委 員  ということは、同じ問題で図書館側ももめる可能性があるわけですね。 

大 関 館 長        ありますね。 

藤 井 委 員  ありますよね。その辺、ちょっと聞いてもらえますか。そういう意味

で。図書館どうするのって。 

大 関 館 長        私はこの三者が出展者として申し込みというのが、果たして社会教育

委員と図書館協議会委員の代表者委員がそれぞれ申し込むというふうに

理解しているのか、それとも三者合同として申し込んでいるのかという、

そこをまずはっきり知りたいのですが。 

大 橋 委 員 長        だから、それぞれ別々に申し込むという。 

大 関 館 長        それで、打ち合わせで決定しているんですか。 

大 橋 委 員 長        そうです。だから、ここに、三者が出展者として申し込みと書いてあ

りますが、そういう意味です。 

 まあ提案ですから、各審議会で承認されなければ、我々はそれに参加

しないということになります。 

小 島 委 員   すみません、細かいことで恐縮なのですが、私もかかわっているＮＰ

Ｏで、毎年ここは出展しているんです。会場の様子がよくわかっている

者としてイメージするところは、ブースはそれぞれあるけれど、１つの

囲いというかお部屋の中に入るということであれば、もとの趣旨、要す

るに三者合同という意味がわかるのですが、会場はかなり広いので、ば

らばらのブースになってしまうと、もう交流というのはないです。 

 だから、事務局のほうでブースの位置を決めるんですか。 

神 島 委 員        場所は実行委員会でしょうね。 

大 橋 委 員 長        それも、社会教育委員の方とか、関係しているのが事務局委員でもあ

るので、それは大丈夫だと言っていました。 

小 島 委 員  大丈夫だとおっしゃっているんですか。そうすると、イメージとして

は、１つの囲いの中に３ブースが入るという形をイメージしてよろしい

という。 

大 橋 委 員 長        そうです。子供向けのことをやるけれど、そこの中に公民館とか図書

館とか、そういうものの簡単なわかりやすい説明をすると。それが主目
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的ではないですが、壁ぐらいには張り出します。 

 そういうことなのですが、いかがですか。では公運審として参加です

か。 

藤 井 委 員  公運審だと、この事務局もやるってメンバーでしょう。変な話だけど。

公運審としては事務局もメンバーでしょう。 

大 関 館 長        公運審は１０名の委員の方です。 

藤 井 委 員   公運審委員と言えば完全にこっちになるわけだけど、公民館運営審議

会と言えば事務局もひっくるめて審議会でしょう。 

大 橋 委 員 長        公民館運営審議会は別にいいんじゃないですか。むしろそれは。 

神 島 委 員        審議会委員と言ったら私たち委員のことでしょう。 

藤 井 委 員   それでは、そうしたほうがいいんじゃないですか。公民館と言わなく

て。 

大 橋 委 員 長        企画実行委員も入ってもらってもいいしね。 

藤 井 委 員  そうですね。公民館運営審議会委員並びに企画実行委員にしておくほ

うが。企画実行委員の方々も、お声をかけたら、じゃあ一緒にやろうと

いうところもあるかもしれないし。 

 そういう面だったら、別に文章上の不都合は出てこないですよね。館

長さんのほうから言えば。公民館という言葉の使い方ではね。だから、

そういうふうに限定してしまえばオーケーですよね。 

大 橋 委 員 長        公民館運営審議会委員、企画実行委員ですか。 

藤 井 委 員  そうです。そういう長ったらしい名前にね。それは言葉の使い方で、

やはりその辺は、わかりますよ。 

大 橋 委 員 長        公民館関係委員でもいいかもしれないですね。 

小 島 委 員  あと、非常に最初の問題に立ち入ることになって申しわけないのです

が、私は前回の会議で、いろいろ公民館や図書館めぐりをしたらいいの

ではないかということを。 

大 橋 委 員 長        ええ、言ってありますよ。 

小 島 委 員   そうですか。ここになかったので今、それを質問したのですが、これ

なんかは最初の取っかかりに利用はできるんですよね。ここの、三者の

ブースに来た人たちにめぐりのチラシをまいて、各館でスタンプをもら

うとか、クイズをやるとか、ラリー的にして。報告を集めるのは、この

日じゃない日でいいわけですから。そういうものの取っかかりにもでき

るのではないでしょうか。もしやるとすれば。その前に、すっきり整理

したほうがいいですよ。 

藤 井 委 員  おっしゃるとおりです。 

大 橋 委 員 長        今のすっきり整理というのは、名前の。公民館としては出ないという

ことで、公民館の関係委員ですね。としてやりますかということです、

まず。それは、何もやることがなかったら、私が前にやっていたのと。

同じものをやっていたんです。毎年同じものを出していいかと言ったら、

いいですという話を前に聞いたことがあるので。それはそれでできない

ことはないので。そこにやはり、新しいものを加えてもらえればいいと

思います。 

小 島 委 員  私どものＮＰＯで出している、雤水による発電でライトがつくという

やつもおもしろくて、子供がよく自転車をこぎに来ています。そういう

のも出せるし。それは先の話ですから。 

藤 井 委 員  何をやるかということはね。 
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大 橋 委 員 長        申し込みは５月１０日が締め切りです。では、やることでよろしいで

すか。どちらかというと社会教育委員の申し入れなんです、一緒にやり

ませんかというのは。 

小 島 委 員   委員長がソロプチの方でしたね。 

大 橋 委 員 長        あそこが大変熱心にやっています。 

大 橋 委 員 長        では、１０日の締め切りに向けて、社会教育委員のほうにまた相談し

ておきます。一応出るということでよろしいですか。 

小 島 委 員  名前を微妙に気をつけるということで。 

山﨑庶務係長  すみません。今日は、４名欠席の方がいらっしゃるのですが。その方

たちのご意見はうかがわなくてよろしいのですか。 

藤 井 委 員  次の回で了解をもらいましょうよ。 

大 関 館 長        次回もう一度。 

藤 井 委 員  その辺すっきりさせてもらってね。図書館はどうするのかということ

も考えてもらって。一緒に。 

大 橋 委 員 長        公民館としては出ないということで、委員という名前で出すと。 

 それとは別に、公民館はもうちょっと外に出ましょうということを強

く言いたいと思います。 

山﨑庶務係長  図書館協議会が、今日ちょうど開かれていて、多分議題になっている

と思います。その結果も聞けますので。 

大 橋 委 員 長        それぞれ特徴があるのを出せばいいと思います。 

 審議事項、その他ございませんか。 

 

３ その他 

大 関 館 長        よろしいですか。もしなければ、その他ですが、実はこの３月をもっ

て定年退職を迎えます生涯学習部長が、今年度最後のこの審議会に出席

予定だったのですが、本日、最終日の議会が延びていまして、そこに出

席しなければならないため、欠席させていただきました。なお、皆様に

は大変お世話になり、ありがとうございましたとお伝えするよう申し付

かりましたので、お伝えさせていただきます。 

大 橋 委 員 長        渡辺部長ですね。 

大 関 館 長        はい、渡辺部長です。 

大 橋 委 員 長        そのほかの異動などは。 

大 関 館 長        それはまた次回にお伝えできると思います。 

大 橋 委 員 長        その他ございませんか。 

（発言の声なし） 

大 橋 委 員 長        ないようでしたら、本日の審議会はこれで終わらせていただきます。 

山﨑庶務係長  次回は４月２２日になります。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


